
参考 計７４－（２）　　■

活断層（帯）名（→新たな主要活断層名） 活断層の認否
1 標津断層帯 標津断層帯 ○ 約52km以上 1

主部 約84km
光地園断層帯 約26km
西部 約27km
東部 約25km
増毛山地東縁 約60km
沼田－砂川付近 約38km

5 当別断層 当別断層 ○ 約20km 5
主部 約66km
南部 約54km以上

7 黒松内低地断層帯 黒松内低地断層帯 ○ 約32km以上 7
8 函館平野西縁断層帯 函館平野西縁断層帯 ○ 24km 8
9 青森湾西岸断層帯 青森湾西岸断層帯 ○ 約31km 9

北部 約16km
南部 約23km

11 折爪断層 折爪断層 ○ 最大47km程度 11
12 能代断層 能代断層帯 ○ 約22km以上 12
13 北上低地西縁断層帯 北上低地西縁断層帯 ○ 62km 13

雫石盆地西縁 約17km
真昼山地東縁 約38km

15 横手盆地東縁断層帯 横手盆地東縁断層帯 ○ 約56km 15
16 北由利断層 北由利断層 ○ 約30km 16

東部 約22km
西部 約17km

18 山形盆地断層帯 山形盆地断層帯 ○ 約60km 18
（全体） 約38km
北部 約24km
南部 約17km

20 長町－利府線断層帯 長町－利府線断層帯 ○ 21-40km 20
21 福島盆地西縁断層帯 福島盆地西縁断層帯 ○ 約57km 21
22 長井盆地西縁断層帯 長井盆地西縁断層帯 ○ 約51km 22
23 双葉断層 双葉断層 ○ 約16-40km 23

西縁 約34km
東縁 約49km

25 櫛形山脈断層帯 櫛形山脈断層帯 ○ 約16km（※） 25 ※両端の位置に不確かさがある。20km以上の基準を満たさないが、詳細な調査が行われていることなどから評価対象とした。
26 月岡断層帯 月岡断層帯 ○ 約30km 26
27 長岡平野西縁断層帯 長岡平野西縁断層帯 ○ 約83km 27
28 東京湾北縁断層 東京湾北縁断層 ×
29 鴨川低地断層帯 鴨川低地断層帯 ○ 概ね25km 28
30 関谷断層 関谷断層 ○ 約38km 29

主部 約82km
平井－櫛挽 約23km

32 元荒川断層帯 元荒川断層帯 ×（※） ※活断層と認定した北部を関東平野北西縁断層帯に組み入れ
33 荒川断層 荒川断層 ×
34 立川断層帯 立川断層帯 ○ 約33km 31
35 伊勢原断層 伊勢原断層 ○ 約21km 32

36 神縄・国府津－松田断層帯 神縄・国府津－松田断層帯 ○
約25kmもしく
はそれ以上

33

主部
約14km／約22km
以上（※）

※海域に延びている可能性あり（後者は海域延長を考慮した場合）

武山 約11km（※） ※海域に延びている可能性あり
南部 約6km（※） ※海域に延びている可能性あり

38 北伊豆断層帯 北伊豆断層帯 ○ 約32km 35
西部 約33km
東部 約19km

40 信濃川断層帯 信濃川断層帯（長野盆地西縁断層帯） ○ 約58km 37
41 糸魚川－静岡構造線断層帯（中部）
42 糸魚川－静岡構造線断層帯（南部）
43 富士川河口断層帯 富士川河口断層帯 ○ 約26km（※） 39 ※南方及び北方への延長の可能性あり
44 糸魚川－静岡構造線断層帯（北部） （糸魚川－静岡構造線活断層系に統合）

主部 約46km
清内路峠 約34km
主部 約47km
霧訪山－奈良井 約28km

47 跡津川断層 跡津川断層帯 ○ 約69km 42
国府 約27km
高山 約48km
猪之鼻 約24km

49 牛首断層帯 牛首断層帯 ○ 約54km 44
50 庄川断層帯 庄川断層帯 ○ 約67km 45

主部 約79km
南東部 約32km
主部 約66km
佐見 約25km
白川 約31km
屏風山 約15km
赤河 約23km
恵那山－猿投山北 約51km
猿投－高浜 約51km
加木屋 約35km

55 邑知潟断層帯 邑知潟断層帯 ○ 約44km 49
砺波平野西部 約26km
砺波平野東部 約21km
呉羽山 約22km

57 森本・富樫断層帯 森本・富樫断層帯 ○ 約26km 51
主部 約45km
西部 約33km

59 長良川上流断層帯 長良川上流断層帯 ○ 約29km 53
温見 約36km
主部 約55km
揖斐川 約24km
武儀川 約29km

61 関ヶ原断層帯 主部 約100km
62 柳ヶ瀬断層帯 浦底－柳ヶ瀬山 約25km

野坂 約31km
集福寺 約10km
北西部 約25km
南東部 約16km
（全体） 約59km
北部 約23km
南部 約38km

66 岐阜－一宮断層帯 岐阜－一宮断層帯 ×
67 養老－桑名－四日市断層帯 養老－桑名－四日市断層帯 ○ 約60km 59
68 鈴鹿東縁断層帯 鈴鹿東縁断層帯 ○ 約34－47km 60
69 鈴鹿西縁断層帯 鈴鹿西縁断層帯 ○ 約44km 61
70 頓宮断層 頓宮断層 ○ 約31km 62

西部 約33km
東部 約48km

72 木津川断層帯 木津川断層帯 ○ 約31km 64
三方 約26km
花折 約58km
主部 約33km

郷村
約13km／約34km
以上（※）

※陸上部の長さ／海底部まで含めた長さ

75 京都盆地－奈良盆地断層帯 京都盆地－奈良盆地断層帯南部（奈良盆地東縁断層帯） ○ 南部（※） 約35km 67 ※北部は花折断層帯南部に組み入れ
76 有馬－高槻断層帯 有馬－高槻断層帯 ○ 約55km 68
77 生駒断層帯 生駒断層帯 ○ 約38km 69

上林川 約26km
三峠 約26km
京都西山 約42km
主部（全体）（※） 約71km ※六甲山地南縁－淡路島東岸区間（約71km）と淡路島西岸区間（約23km）に分けられる。
先山 約12km

80 上町断層帯 上町断層帯 ○ 約42km 72
81 中央構造線断層帯（和泉山脈南縁－金剛山地東縁） 中央構造線断層帯（金剛山地東縁－伊予灘） ○ 約360km（※） 73 ※断層はさらに西に延びる

那岐山 約32km
主部 約79km
草谷 約13km

83 中央構造線断層帯（淡路島南部） （中央構造線断層帯（金剛山地東縁－伊予灘）に統合）
84 長尾断層帯 長尾断層帯 ○ 約24km 75
85 中央構造線断層帯（讃岐山脈南縁） （中央構造線断層帯（金剛山地東縁－伊予灘）に統合）
86 中央構造線断層帯（石鎚山脈北縁） （中央構造線断層帯（金剛山地東縁－伊予灘）に統合）

五日市 約20km
己斐－広島西縁 約10km

88 岩国断層帯 岩国断層帯 ○ 約44km 77
89 中央構造線断層帯（愛媛北西部） （中央構造線断層帯（金剛山地東縁－伊予灘）に統合）
90 菊川断層 菊川断層帯 ○ 約44km以上 78
91 西山断層帯 西山断層帯 ○ 約110km（※） 79 ※大島沖区間（約38km）、西山区間（約43km）、嘉麻峠区間（29km）に分けられる。

別府湾－日出生 約76km
大分平野－由布院 約40km
野稲岳－万年山 約30km
崩平山－亀石山 約34km
布田川 約64km以上（※） ※布田川区間（約19km）、宇土区間（約20km）、宇土半島北岸区間（約27km以上）に分けられる。
日奈久 約81km（※） ※高野－白旗区間（約16km）、日奈久区間（約40km）、八代海区間（約30km）に分けられる。

94 水縄断層帯 水縄断層帯 ○ 約26km 82
北部 30km程度以上
南東部 23km程度
南西部（北部） 30km程度
南西部（南部） 23km程度

96 出水断層帯 出水断層帯 ○ 約20km 84
主部 約42km（※） ※伊勢湾断層（約25km）と内海断層（約17km）に細分される。
白子－野間 約21km

98 大阪湾断層帯 大阪湾断層帯 ○ 約39km 86
99 サロベツ断層帯 サロベツ断層帯 ○ 約44km 87

100 幌延断層帯 幌延断層帯 ×
101 花輪東断層帯 花輪東断層帯 ○ 約19km（※） 88 ※20km以上の基準を満たさないが、詳細な調査が行われていることなどから評価対象とした。

高田平野西縁 約30km
高田平野東縁 約26km

103 六日町断層帯 六日町断層帯 ○ 約52km 90
104 曽根丘陵断層帯 曽根丘陵断層帯 ○ 約32km 91
105 魚津断層帯 魚津断層帯 ○ 約32km 92

主部 約44km
秋穂沖 約23km
宇部南方沖 約22km
主部 約21km
広島湾－岩国沖 約37km

108 警固断層帯 警固断層帯 ○ 55km程度 95
109 人吉盆地南縁断層 人吉盆地南縁断層 ○ 約22km 96

中部 28km以上
西部 17km以上

110 宮古島断層帯 宮古島断層帯 ○ 97

106 宇部沖断層群 宇部沖断層群（周防灘断層群） ○ 93

107 安芸灘断層群 安芸灘断層群 ○ 94

97 伊勢湾断層帯 伊勢湾断層帯 ○ 85

102 高田平野断層帯 高田平野断層帯 ○ 89

95 雲仙断層群 雲仙断層群 ○ 83

92 別府－万年山断層帯 別府－万年山断層帯 ○ 80

93 布田川・日奈久断層帯 布田川断層帯・日奈久断層帯 ○ 81

82 山崎断層帯 山崎断層帯 ○ 74

87 五日市断層帯 五日市断層帯 ○ 76

78 三峠・京都西山断層帯 三峠・京都西山断層帯 ○ 70

79 六甲・淡路島断層帯 六甲・淡路島断層帯 ○ 71

74 山田断層 山田断層帯 ○ 66

71 布引山地東縁断層帯 布引山地東縁断層帯 ○ 63

73 三方・花折断層帯 三方・花折断層帯 ○ 65

糸魚川－静岡構造線活断層系

柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯

現行評価の概要
旧No. 計画時点の活断層（帯）名（→現在の主要活断層名）

3 富良野断層帯 富良野断層帯 ○

4 増毛山地東縁断層帯 増毛山地東縁断層帯・沼田－砂川付近の断層帯 ○

17 新庄盆地断層帯 新庄盆地断層帯 ○

48 高山・大原断層帯 高山・大原断層帯 ○

51 伊那谷断層帯 伊那谷断層帯

3

4

仮No.
活断層（帯）の長さ

2 十勝平野断層帯 ○ 2十勝平野断層帯

10

14 雫石盆地西縁－真昼山地東縁断層帯 雫石盆地西縁－真昼山地東縁断層帯 ○ 14

6 石狩低地東縁断層帯 石狩低地東縁断層帯 ○ 6

10 津軽山地西縁断層帯 津軽山地西縁断層帯 ○

庄内平野東縁断層帯 庄内平野東縁断層帯 ○ 19

30

37 三浦半島断層群 三浦半島断層群 ○ 34

24 会津盆地西縁断層帯 会津盆地西縁・東縁断層帯 ○

31 関東平野北西縁断層帯 関東平野北西縁断層帯 ○

43

　　備考

45 木曽山脈西縁断層帯 木曽山脈西縁断層帯 ○ 40

46 堺峠・神谷断層帯 堺峠・神谷断層帯 ○ 41

140～150km 38

39 十日町断層帯 十日町断層帯 ○

○

24

36

17

19

○ 46

52 阿寺断層帯 阿寺断層帯 ○ 47

○ 48

56 砺波平野断層帯 砺波平野断層帯・呉羽山断層帯 ○ 50

屏風山・恵那山断層帯及び猿投山断層帯
53

54

屏風山・恵那山断層帯

猿投山断層帯

60 濃尾断層帯 濃尾断層帯 ○ 54

○ 55

58 福井平野東縁断層帯 福井平野東縁断層帯 ○ 52

65 琵琶湖西岸断層帯 琵琶湖西岸断層帯 ○ 58

63 野坂・集福寺断層帯 野坂・集福寺断層帯 ○ 56

64 湖北山地断層帯 湖北山地断層帯 ○ 57

：計画時点では複数の活断層（帯）としたものを評価において統合させたもの

：評価において計画当初の活断層（帯）名称を変更したもの

：「活断層でない」との評価や活断層（帯）の統合等により事実上欠番となっているもの

1



仮No. 活断層（帯）名 新No. 活断層（帯）名
1 サロベツ断層帯 99

1 1 標津断層帯 2 標津断層帯 1
2 2 十勝平野断層帯 3 十勝平野断層帯 2
3 3 富良野断層帯 4 富良野断層帯 3
4 4 増毛山地東縁断層帯・沼田－砂川付近の断層帯 5 増毛山地東縁断層帯・沼田－砂川付近の断層帯 4
5 5 当別断層 6 当別断層 5
6 6 石狩低地東縁断層帯 7 石狩低地東縁断層帯 6
7 7 黒松内低地断層帯 8 黒松内低地断層帯 7
8 8 函館平野西縁断層帯 9 函館平野西縁断層帯 8
9 9 青森湾西岸断層帯 10 青森湾西岸断層帯 9
10 10 津軽山地西縁断層帯 11 津軽山地西縁断層帯 10
11 11 折爪断層 12 折爪断層 11

13 花輪東断層帯 101
12 12 能代断層帯 14 能代断層帯 12
13 13 北上低地西縁断層帯 15 北上低地西縁断層帯 13
14 14 雫石盆地西縁－真昼山地東縁断層帯 16 雫石盆地西縁－真昼山地東縁断層帯 14
15 15 横手盆地東縁断層帯 17 横手盆地東縁断層帯 15
16 16 北由利断層 18 北由利断層 16
17 17 新庄盆地断層帯 19 新庄盆地断層帯 17
18 18 山形盆地断層帯 20 山形盆地断層帯 18
19 19 庄内平野東縁断層帯 21 庄内平野東縁断層帯 19
20 20 長町－利府線断層帯 22 長町－利府線断層帯 20
21 21 福島盆地西縁断層帯 23 福島盆地西縁断層帯 21
22 22 長井盆地西縁断層帯 24 長井盆地西縁断層帯 22
23 23 双葉断層 25 双葉断層 23
24 24 会津盆地西縁・東縁断層帯 26 会津盆地西縁・東縁断層帯 24
25 25 櫛形山脈断層帯 27 櫛形山脈断層帯 25
26 26 月岡断層帯 28 月岡断層帯 26
27 27 長岡平野西縁断層帯 29 長岡平野西縁断層帯 27
28 28
29 28 鴨川低地断層帯 30 鴨川低地断層帯 29
30 29 関谷断層 31 関谷断層 30
31 30 関東平野北西縁断層帯 32 関東平野北西縁断層帯 31
32 32
33 33
34 31 立川断層帯 33 立川断層帯 34
35 32 伊勢原断層 34 伊勢原断層 35
36 33 神縄・国府津－松田断層帯 35 神縄・国府津－松田断層帯 36
37 34 三浦半島断層群 36 三浦半島断層群 37
38 35 北伊豆断層帯 37 北伊豆断層帯 38

38 六日町断層帯 103
39 高田平野断層帯 102

39 36 十日町断層帯 40 十日町断層帯 39
40 37 信濃川断層帯（長野盆地西縁断層帯） 41 信濃川断層帯（長野盆地西縁断層帯） 40
41 41
42 42

43 曽根丘陵断層帯 104
43 39 富士川河口断層帯 44 富士川河口断層帯 43
44 44
45 40 木曽山脈西縁断層帯 45 木曽山脈西縁断層帯 45
46 41 堺峠・神谷断層帯 46 堺峠・神谷断層帯 46

47 魚津断層帯 105
47 42 跡津川断層帯 48 跡津川断層帯 47
48 43 高山・大原断層帯 49 高山・大原断層帯 48
49 44 牛首断層帯 50 牛首断層帯 49
50 45 庄川断層帯 51 庄川断層帯 50
51 46 伊那谷断層帯 52 伊那谷断層帯 51
52 47 阿寺断層帯 53 阿寺断層帯 52
53 53
54 54
55 49 邑知潟断層帯 55 邑知潟断層帯 55
56 50 砺波平野断層帯・呉羽山断層帯 56 砺波平野断層帯・呉羽山断層帯 56
57 51 森本・富樫断層帯 57 森本・富樫断層帯 57
58 52 福井平野東縁断層帯 58 福井平野東縁断層帯 58
59 53 長良川上流断層帯 59 長良川上流断層帯 59
60 54 濃尾断層帯 60 濃尾断層帯 60
61 61
62 62
63 56 野坂・集福寺断層帯 62 野坂・集福寺断層帯 63
64 57 湖北山地断層帯 63 湖北山地断層帯 64
65 58 琵琶湖西岸断層帯 64 琵琶湖西岸断層帯 65
66 66
67 59 養老－桑名－四日市断層帯 65 養老－桑名－四日市断層帯 67
68 60 鈴鹿東縁断層帯 66 鈴鹿東縁断層帯 68
69 61 鈴鹿西縁断層帯 67 鈴鹿西縁断層帯 69
70 62 頓宮断層 68 頓宮断層 70

69 伊勢湾断層帯 97
71 63 布引山地東縁断層帯 70 布引山地東縁断層帯 71
72 64 木津川断層帯 71 木津川断層帯 72
73 65 三方・花折断層帯 72 三方・花折断層帯 73
74 66 山田断層帯 73 山田断層帯 74
75 67 京都盆地－奈良盆地断層帯南部（奈良盆地東縁断層帯） 74 京都盆地－奈良盆地断層帯南部（奈良盆地東縁断層帯） 75
76 68 有馬－高槻断層帯 75 有馬－高槻断層帯 76
77 69 生駒断層帯 76 生駒断層帯 77
78 70 三峠・京都西山断層帯 77 三峠・京都西山断層帯 78
79 71 六甲・淡路島断層帯 78 六甲・淡路島断層帯 79

79 大阪湾断層帯 98
80 72 上町断層帯 80 上町断層帯 80
81 73 中央構造線断層帯（金剛山地東縁－伊予灘） 81 中央構造線断層帯（金剛山地東縁－伊予灘） 81
82 74 山崎断層帯 82 山崎断層帯 82
83 83
84 75 長尾断層帯 83 長尾断層帯 84
85 85
86 86
87 76 五日市断層帯 84 五日市断層帯 87
88 77 岩国断層帯 85 岩国断層帯 88
89 89

86 安芸灘断層群 107
87 宇部沖断層群（周防灘断層群） 106

90 78 菊川断層帯 88 菊川断層帯 90
91 79 西山断層帯 89 西山断層帯 91

90 警固断層帯 108
92 80 別府－万年山断層帯 91 別府－万年山断層帯 92
93 81 布田川断層帯・日奈久断層帯 92 布田川断層帯・日奈久断層帯 93
94 82 水縄断層帯 93 水縄断層帯 94
95 83 雲仙断層群 94 雲仙断層群 95
96 84 出水断層帯 95 出水断層帯 96
97 85 伊勢湾断層帯 96 人吉盆地南縁断層 109
98 86 大阪湾断層帯 97 宮古島断層帯 110
99 87 サロベツ断層帯
100
101 88 花輪東断層帯
102 89 高田平野断層帯
103 90 六日町断層帯
104 91 曽根丘陵断層帯
105 92 魚津断層帯
106 93 宇部沖断層群（周防灘断層群）
107 94 安芸灘断層群
108 95 警固断層帯
109 96 人吉盆地南縁断層
110 97 宮古島断層帯

旧No.
現在の順序

55 柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯

糸魚川－静岡構造線活断層系

61 柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯

旧No.
新たな順序

38

48 屏風山・恵那山断層帯及び猿投山断層帯

42 糸魚川－静岡構造線活断層系

54 屏風山・恵那山断層帯及び猿投山断層帯

2



活断層（帯）名 区間 長さ 最新活動時期 平均活動間隔 地震発生確率 モデル 想定Ｍ 地震後経過率 旧 新
1 サロベツ断層帯 約44km 約５千１百年前以後、約４千５百年前以前 約４千年－８千年 ４％以下 BPT分布 7.6程度 1.3以下 NEW!
2 標津断層帯 約52km以上 不明 不明 - - 7.7程度以上 - ○

十勝平野断層帯主部 約84km 不明 １万７千－２万２千年程度 0.1％－0.2％ ポアソン過程 8.0程度 -
光地園断層 約26km 約２万１千年前以後に２回活動 ７千－２万１千年程度 0.1％－0.4％ ポアソン過程 7.2程度 - ○
富良野断層帯西部 約27km ２世紀以後、1739 年以前 ４千年程度 ほぼ0％－0.03％ BPT分布 7.2程度 0.07－0.5
富良野断層帯東部 約25km 約４千３百年前以後、約２千４百年前以前 ９千－２万２千年程度 ほぼ0％－0.01％ BPT分布 7.2程度 0.1－0.5
増毛山地東縁断層帯 約60km 不明 ５千年程度以上 0.6%以下 ポアソン過程 7.8程度 - ○
沼田－砂川付近の断層帯 約38km 不明 不明 - - 7.5程度 - NEW!

6 当別断層 約20km 約１万１千年前以後、約２千２百年前以前 ７千５百―１万５千年程度 ほぼ０% － ２% BPT分布 7.0程度 0.1 － 1.5
石狩低地東縁断層帯主部 約66km 1739 年以後、1885 年以前 １千－２千年程度 ほぼ０ ％ BPT分布 7.9程度 0.06 － 0.3
石狩低地東縁断層帯南部 約54km以上 不明 １万７千年程度以上 0.2 ％以下 ポアソン過程 7.7程度以上 -

8 黒松内低地断層帯 約32km以上 約５千９百年前以後、約４千９百年前以前 ３千６百－５千年程度以上 2％－ 5％以下 BPT分布 7.3程度以上 1.0.－1.6 以下
9 函館平野西縁断層帯 24km １万４千年前以後 １万３千－１万７千年 ほぼ０%－１% BPT分布 7.0－7.5 程度 0.02 － 1.1

10 青森湾西岸断層帯 約31km 不明 ３千－６千年程度 0.5%－１% ポアソン過程 7.3程度 - ○
津軽山地西縁断層帯北部 約16km 1766 年（明和３年）の地震 不明 - - 6.8－7.3 程度 -
津軽山地西縁断層帯南部 約23km 1766 年（明和３年）の地震 不明 - - 7.1－7.3 程度 -

12 折爪断層 最大47km程度 不明 不明 - - 最大7.6程度 - ○
13 花輪東断層帯 約19km（※） 約1 万５千年前以後 ３千－５千年程度 0.6－１％ ポアソン過程 7.0程度 - NEW! ※20km以上の基準を満たさないが、詳細な調査が行われていることなどから評価対象とした。
14 能代断層帯 約22km以上 1694 年（元禄７年）の能代地震 １千９百－２千９百年程度 ほぼ０％ BPT分布 7.1 程度以上 0.1－0.2
15 北上低地西縁断層帯 62km ４千５百年前頃 １万６千－２万６千年 ほぼ０% BPT分布 7.8 程度 0.2 － 0.3

雫石盆地西縁断層帯 約17km 約２千８百年前以後、14 世紀以前 不明 - - 6.9程度 - NEW!
真昼山地東縁断層帯（全体） 約38km - - - - 7.5程度 -
真昼山地東縁断層帯（北部） 約14-21km 1896 年（明治29 年）陸羽地震 約６千３百－３万１千年 ほぼ０% BPT分布 6.7－7.0程度 0.004－0.02
真昼山地東縁断層帯（南部） 約17-23km 不明 不明 - - 6.9－7.1程度 - ○
（全体） 約56km - - - - 7.7程度 -
横手盆地東縁断層帯（北部） 約26km 1896 年（明治29 年）の陸羽地震 ３千４百年程度 ほぼ０％ BPT分布 7.2程度 0.03
横手盆地東縁断層帯（南部） 約30km 約６千－５千年前以後 不明 - - 7.3程度 - ○

18 北由利断層 約30km 約２千８百年前以後 ３千４百年－４千年程度 2％以下 BPT分布 7.3程度 0.8 以下
新庄盆地断層帯東部 約22km 約６千２百年前以後 ４千年程度 ５%以下 BPT分布 7.1程度 1.6 以下 NEW!
新庄盆地断層帯西部 約17km 不明 ４千７百年程度 0.6% ポアソン過程 6.9程度 - ○
（全体） 約60km - - - - 7.8程度 -
山形盆地断層帯北部 約29km 約３千９百年前以後、約１千６百年前以前 約２千５百－４千年 0.002％－８％ BPT分布 7.3程度 0.4－1.6 ○
山形盆地断層帯南部 約31km 約５千１百年前以後、約４千３百年前以前 ２千５百年程度 １％ ポアソン過程 7.3程度 - NEW!
（全体） 約38km - - - - 7.5程度 -

庄内平野東縁断層帯北部 約24km 1894 年（明治27 年）庄内地震
１千年－１千５百年程度
もしくはそれ以下

ほぼ０％ BPT分布 7.1程度
0.08－0.1
もしくはそれ以上

庄内平野東縁断層帯南部 約17km 約３千年前以後、18 世紀（1780 年）以前 約２千５百－４千６百年 ほぼ０％－６％ BPT分布 6.9程度 0.05－1.2 ○
22 長町－利府線断層帯 21-40km 約１万６千年前以後 ３千年程度以上 １％以下 ポアソン過程 7.0－7.5 程度 - ○
23 福島盆地西縁断層帯 約57km 約２千２百年前以後、３世紀以前 ８千年程度 ほぼ０％ BPT分布 7.8程度 0.2－0.3
24 長井盆地西縁断層帯 約51km 約２千４百年前以後 ５千－６千３百年程度 0.02％以下 BPT分布 7.7程度 0.5 以下
25 双葉断層 約16-40km 約２千４百年前以後、２世紀以前 ８千－１万２千年程度 ほぼ０％ BPT分布 6.8－7.5 程度 0.2－0.3

会津盆地西縁断層帯 約34km
1611 年（慶長16 年）会津地震
（地形地質調査からは約５千９百年前以後）

約７千４百－９千７百年 ほぼ０％ BPT分布 7.4程度 0.04－0.05

会津盆地東縁断層帯 約49km 約３千年前以後、約２千６百年前以前 約６千３百－９千３百年 ほぼ０％－0.02％ BPT分布 7.7程度 0.3－0.5
27 櫛形山脈断層帯 約16km（※） 約３千２百年前以後、約２千６百年前以前 約２千８百－４千２百年 0.3 ％－５ ％ BPT分布 6.8程度 0.6－1.1 ※両端の位置に不確かさがある。20km以上の基準を満たさないが、詳細な調査が行われていることなどから評価対象とした。
28 月岡断層帯 約30km 約６千５百年前以後、約９百年前以前 ７千５百年以上 ほぼ０％－１％ BPT分布 7.3 程度 0.1 以下－0.9
29 長岡平野西縁断層帯 約83km 13 世紀以後 約１千２百－３千７百年 ２％以下 BPT分布 8.0程度 0.7 以下

（東京湾北縁断層）
30 鴨川低地断層帯 概ね25km 不明 不明 - - 概ね7.2 - ○
31 関谷断層 約38km 14 世紀以後、17 世紀以前 約２千６百－４千１百年 ほぼ0％ BPT分布 7.5 程度 0.07－0.3

関東平野北西縁断層帯主部 約82km 約６千２百年前以後、約２千５百年前以前 １万３千－３万年程度 ほぼ0％－0.008％ BPT分布 8.0程度 0.08－0.5
平井－櫛挽断層帯 約23km 不明 不明 - - 7.1程度 - ○

（元荒川断層帯） ※活断層と認定した北部を関東平野北西縁断層帯に組み入れ
（荒川断層）

33 立川断層帯 約33km 約２万年前以後、１万３千年前以前* １万－１万５千年程度 0.5% － ２% BPT分布 7.4 程度 0.9 － 2.0 *大幅に新しい時期とする説もある。
34 伊勢原断層 約21km ５世紀以後、18 世紀初頭以前 ４千－６千年程度 ほぼ0％－0.002％ BPT分布 7.0 程度 0.05－0.4

35 神縄・国府津－松田断層帯
約25kmもしく
はそれ以上

12 世紀以後、14 世紀前半以前（西暦1350年以前） 約８百－１千３百年 0.2％－16％ BPT分布 7.5 程度 0.5－1.1 ○

主部（衣笠・北武断層帯）
約14km／約22kmも
しくはそれ以上（※）

６－７世紀 １千９百年－４千９百年程度 ほぼ０% － ３% BPT分布
6.7 ／7.0程度
もしくはそれ以上。

0.3 － 0.8 NEW! ※海域に延びている可能性あり（後者は海域延長を考慮した場合）

主部（武山断層帯）
約11kmもしくはそれ
以上（※）

約２千３百年前以後、約１千９百年前以前 １千６百年－１千９百年程度 ６% － 11% BPT分布
6.6 程度
もしくはそれ以上

1.0 － 1.4 ※海域に延びている可能性あり

南部
約6km もしくはそれ
以上（※）

約２万６千年前以後、約２万２千年前以前 不明 - -
6.1 程度
もしくはそれ以上

- NEW! ※海域に延びている可能性あり

37 北伊豆断層帯 約32km 1930 年（昭和５年）北伊豆地震 約１千４百－１千５百年 ほぼ0％ BPT分布 7.3 程度 0.05
（全体） 約52km - - - - 7.7程度 -
六日町断層帯北部（ケース１） 約４ 千９ 百年前以後、16 世紀以前 約３千２百－７千６百年 0.4％－0.9％ ポアソン過程 7.1程度 - NEW! ※最新時期が十分特定できなかったため、ポアソンを適用

六日町断層帯北部（ケース２） 2004 年中越地震
約３千２百－４千年
もしくはそれ以下

ほぼ０％ BPT分布 0.001－0.002

六日町断層帯南部 約30km 約２千９百年前以後、約２千年前以前 約６千２百－７千２百年 ほぼ０％－0.01％ BPT分布 7.3程度 0.3－0.5
高田平野西縁断層帯 約30km 1751年（寛延４年〈宝暦元年〉）の地震 ２千２百－４千８百年程度 ほぼ０％ BPT分布 7.3 程度 0.05－0.1
高田平野東縁断層帯 約26km 約３千５百年前以後、19 世紀（1847年）以前 ２千３百年程度 ほぼ０％－８％ BPT分布 7.2 程度 0.07－1.5 NEW!
十日町断層帯西部 約33km 約３千１百年前以前 ３千３百年程度 ３％以上 BPT分布 7.4程度 0.9以上 NEW!
十日町断層帯東部 約19km 約３千８百年前以後、約３千２百年前以前？* ４千－８千年程度 0.4%-0.7% ポアソン過程 7.0程度 - ○ *本断層帯の最新活動であるかは不明

41
信濃川断層帯
（長野盆地西縁断層帯）

約58km 1847 年（善光寺地震） ８百－２千５百年 ほぼ０% BPT分布 7.4－7.8 程度 0.06 － 0.2

*評価後に確率を計算

43 曽根丘陵断層帯 約32km 約１万年前以後* 概ね２千－３千年 1% ポアソン過程 7.3 程度 - NEW! *最近側の値を特定できなかったためポアソンを適用
富士川河口断層帯（ケースａ） 13 世紀後半以後、18 世紀前半以前 約150－300 年 10％－18％ ポアソン過程 8.0 程度* 0.9－2 より大 NEW! ※南方及び北方への延長の可能性あり

富士川河口断層帯（ケースｂ） ６世紀以後、９世紀以前、もしくはそれ以後 約１千３百－１千６百年 ２％－11％ BPT分布 8.0 程度*
0.7－1.2，
もしくはそれ以下

*陸上部が単独で活動する場合はM7.2程度

（糸魚川－静岡構造線断層帯）
主部（全体） 約46km - - - - 7.6 程度 -
主部（北部） 約40km 13 世紀頃 約６千４百－９千１百年 ほぼ0％ BPT分布 7.5 程度 0.08－0.1
主部（南部） 約8km 約６千５百年前以後、約３千８百年前以前 約４千５百－２万４千年 ほぼ0％－４％ BPT分布 6.3 程度 0.2－1.4 NEW!
清内路峠 約34km 不明 不明 - - 7.4 程度 - ○
境峠・神谷断層帯主部 約47km 約４千９百年前以後、約２千５百年前以前 約１千８百－５千２百年 0.02％－13％ BPT分布 7.6 程度 0.5－２より大 ○
霧訪山－奈良井断層帯 約28km 不明 不明 - - 7.2 程度 - ○

47 魚津断層帯 約32km 不明 ８千年程度以下 0.4％以上 ポアソン過程 7.3 程度 - NEW!

48 跡津川断層帯 約69km
1858 年（安政５年）飛越地震
（地形・地質調査では17 世紀以後）

約２千３百－２千７百年 ほぼ0％ BPT分布 7.9 程度 0.05－0.06

国府断層帯 約27km 約４千７百年前以後、約３百年前以前 約３千６百－４千３百年 ほぼ０% － ５% BPT分布 7.2 程度 0.07 － 1.3 ○
高山断層帯 約48km 不明 ４千年程度 0.7% ポアソン過程 7.6 程度 - ○
猪之鼻断層帯 約24km 不明 不明 - - 7.1 程度 - ○

50 牛首断層帯 約54km 11 世紀以後、12 世紀以前 約５千－７千１百年 ほぼ0％ BPT分布 7.7 程度 0.1－0.2
51 庄川断層帯 約67km 11 世紀以後、16 世紀以前 約３千６百－６千９百年 ほぼ0％ BPT分布 7.9 程度 0.06－0.3

伊那谷断層帯主部 約79km 14 世紀以後、18 世紀以前 約５千２百－６千４百年 ほぼ０％ BPT分布 8.0 程度 0.05 － 0.1 旧評価では境界断層と前縁断層に区分
伊那谷断層帯南東部 約32km 不明 不明 - - 7.3 程度 - NEW!
（全体） 約66km - - - - 7.9 程度 -
阿寺断層帯主部（北部） 約17km 約３千４百年前以後、約３千年前以前 約１千８百－２千５百年 6％－11％ BPT分布 6.9 程度 1.2－1.9

阿寺断層帯主部（南部） 約60km
1586 年（天正13 年）天正地震
（地形地質調査では15 世紀以後、17世紀以前）

約１千７百年 ほぼ0％ BPT分布 7.8 程度 0.2

佐見断層帯 約25km 不明 不明 - - 7.2 程度 - ○
白川断層帯 約31km 不明 不明 - - 7.3 程度 - ○
屏風山 約15km 不明 ４千－１万２千年程度 0.2％－0.7％ ポアソン過程 6.8 程度 - NEW!
赤河 約23km 不明 不明 - - 7.1 程度 - ○
恵那山－猿投山北 約51km 約７千６百年前以後、約５千４百年前以前 約７千２百－１万４千年 ほぼ０％－２％ BPT分布 7.7 程度 0.4－1.1 ※東半部（約37km）と西半部（約22km）に分けられる。
猿投－高浜 約51km 約１万４千年前頃 ４万年程度 ほぼ０％ BPT分布 7.7 程度 0.4
加木屋 約35km 不明 ３万年程度 0.10% ポアソン過程 7.4 程度 - ※北半部（約13km）と南半部（約26km）に分けられる。

55 邑知潟断層帯 約44km 約３千２百年前以後、９世紀以前 １千２百－１千９百年程度 2% ポアソン過程 7.6 程度 - ○ ※最新活動時期の幅が広いためポアソン過程を適用

砺波平野断層帯西部 約26km 約６千９百年前以後、１世紀以前
約６千－１万２千年もしくは
これらよりも短い間隔

ほぼ０％－２％
もしくはそれ以上

BPT分布 7.2 程度
0.2－1.2
もしくはそれ以上

○

砺波平野断層帯東部 約21km 約４千３百年前以後、約３千６百年前以前 ３千－７千年程度 0.04％－６％ BPT分布 7.0 程度 0.5－1.4 ○
呉羽山断層帯 約22km 約３千５百年前以後、７世紀以前 ３千－５千年程度 ほぼ0％－５％ BPT分布 7.2 程度 0.3－1.2 NEW!

57 森本・富樫断層帯 約26km 約２千年前以後４世紀以前 １千７百－２千２百年程度 ２%－８%※ BPT分布 M7.2 程度 0.7 － 1.2 ※改訂によりほぼ０%－５%から変化
福井平野東縁断層帯主部 約45km 約３千４百年前以後、約２千９百年前以前 約６千３百－１万年 ほぼ０％－0.07％ BPT分布 7.6 程度 0.3－0.5
福井平野東縁断層帯西部 約33km 1948 年（昭和23 年）福井地震 不明 - - 7.1 程度* - *断層の長さから推定すると7.4 程度

59 長良川上流断層帯 約29km 不明 不明 - - 7.3 程度 - ○
温見断層（全体） 約36km - - - - 7.4 程度 -
温見断層（北西部） 約16km 1891 年（明治24 年）濃尾地震 約２千２百－２千４百年 ほぼ0％ BPT分布 6.8 程度 0.05
温見断層（南東部） 約21km 不明 不明 - - 7.0 程度 - ○
濃尾断層帯主部（全体） 約55km - - - - 7.7 程度* - *根尾谷と梅原の同時活動、根尾谷と三田洞の同時活動、断層帯全体の同時活動の場合
濃尾断層帯主部（根尾谷断層帯） 約30km 1891 年（明治24 年）濃尾地震 約２千１百－３千６百年 ほぼ0％ BPT分布 7.3 程度 0.03－0.05
濃尾断層帯主部（梅原断層帯） 約36km 1891 年（明治24 年）濃尾地震 約１万４千－１万５千年 ほぼ0％ BPT分布 7.4 程度 0.008
濃尾断層帯主部（三田洞断層帯） 約19km 不明 不明 - - 7.0 程度 - ○
揖斐川断層帯 約24km １世紀以後、10 世紀以前 不明 - - 7.1 程度 - ○
武儀川断層 約29km 不明 不明 - - 7.3 程度 - ○
柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯主部（全体） 約100km - - - - 8.2 程度* - *北中部・中南部連動の場合は各々7.8程度
柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯主部（北部） 約48km 17 世紀頃 約２千３百－２千７百年 ほぼ０％ BPT分布 7.6 程度* 0.1-0.2
柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯主部（中部） 約12km 約７千２百年前以後、約７千年前以前 不明 - - 6.6 程度* - NEW!
柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯主部（南部） 約45km 約４千９百年前以後、15 世紀以前 不明 - - 7.6 程度* - ○
浦底－柳ヶ瀬山断層帯 約25km 不明 不明 - - 7.2 程度 - NEW!

野坂 約31km 15－17 世紀
約５千６百－７千６百年
もしくはこれらよりも短い間隔

ほぼ０%
もしくはそれ以上*

BPT分布 7.3 程度
0.04－0.1
もしくはそれ以上

*最大値は不明であるが、経過時間から考えて近い将来の発生可能性は低いと考えられる。

集福寺 約10km 不明 不明 - - 6.5 程度 - NEW!
北西部 約25km 11－14 世紀 約３千－４千年 ほぼ０% BPT分布 7.2 程度 0.2 － 0.3
南東部 約16km 15－17 世紀 概ね７千年程度 ほぼ０% BPT分布 6.8 程度 0.04 － 0.09
（全体） 約59km - - - - 7.8 程度 -
琵琶湖西岸断層帯北部 約23km 約２千８百年前以後、約２千４百年前以前 約１千－２千８百年 １％－３％ ポアソン過程 7.1 程度 - NEW!

琵琶湖西岸断層帯南部 約38km
1185 年（元暦２年）の地震
（地形地質調査では11 世紀以後、12 世紀以前）

約４千５百－６千年 ほぼ０％ BPT分布 7.5 程度 0.1－0.2

（岐阜－一宮断層帯）
65 養老－桑名－四日市断層帯 約60km 西暦13 世紀以後－16 世紀以前 １千４百－１千９百年 ほぼ０％ － 0.6％ BPT分布 ８程度 0.2 － 0.6
66 鈴鹿東縁断層帯 約34－47km 約３千５百年前以後、約２千８百年前以前 約６千５百－1 万２千年 ほぼ０％－0.07% BPT分布 7.5 程度 0.2－0.5
67 鈴鹿西縁断層帯 約44km 不明 約1 万8 千－3 万6 千年 0.08%－0.2% ポアソン過程 7.6 程度 -
68 頓宮断層 約31km 約１万年前以後、７世紀以前 約１万年以上 1%以下 BPT分布 7.3 程度 1.0 以下

主部（全体） 約42km - - - - 7.5 程度 -
主部（北部） 約25km 概ね１千年前以後－５百年前以前 １万年－１万５千年程度 ほぼ０% BPT分布 7.2 程度 0.03 － 0.1
主部（南部） 約17km 概ね２千年前以後－１千５百年前以前 ５千年-１万年程度 ほぼ０% － 0.002% BPT分布 6.9 程度 0.2 － 0.4
白子－野間 約21km 概ね６千５百年前以後－５千年前以前 ８千年程度 0.2% － 0.8% BPT分布 7.0 程度 0.6 － 0.8
西部 約33km 約２万８千年前以後、約４百年前以前 1 万７千年程度 ほぼ0 %－１ % BPT分布 7.4 程度 0.02－1.6
東部 約48km 約１万１千年前頃 ２万５千年程度 0.001% BPT分布 7.6 程度 0.4

71 木津川断層帯 約31km
1854 年（安政元年）の伊賀上野地震
（トレンチからは16 世紀以後）

約４千－２万５千年 ほぼ０% BPT分布 7.3 程度 0.006 - 0.04

三方 約26km 1662 年（寛文２年）の地震 約３千８百年－約６千３百年 ほぼ０% BPT分布 7.2 程度 0.05 － 0.08
花折（全体） 約58km - - - - - -

花折（北部） 約26km
1662 年（寛文２年の）地震
（トレンチ調査に基づくと15－17 世紀）

不明 - - 7.2 程度 -

花折（中部） 約20km 約２千８百年前以後、６世紀（約１千４百年前）以前 約４千２百－６千５百年 7.0 程度** **中南部連動の場合は7.3程度
花折（南部） 約15km 約２千８百年前以後、６世紀（約１千４百年前）以前* 約４千２百－６千５百年* 6.8 程度 *中部とは別の可能性も
山田断層帯主部 約33km 3 千3 百年前以前 不明 - - 7.4 程度 - ○

郷村断層帯
約13km／約34km以
上（※）

1927 年（昭和2 年）の北丹後地震 1 万－1 万5 千年程度 ほぼ０% BPT分布 7.4 程度以上 0.005 - 0.008 ※陸上部の長さ／海底部まで含めた長さ

74
京都盆地－奈良盆地断層帯南部
（奈良盆地東縁断層帯）

約35km 約１万１千年前以後、約１千２百年前以前 約５千年 ほぼ０% － ５% BPT分布 7.4 程度 0.2 － 2.2 ○ ※北部は花折断層帯南部に組み入れ

75 有馬－高槻断層帯 約55km 西暦1596 年慶長伏見地震 １千-２千年程度 ほぼ０% － 0.02% BPT分布 7.5±0.5 0.2 － 0.4
76 生駒断層帯 約38km 西暦400 年頃以後、1000 年頃以前 ３千－６千年 ほぼ０% － 0.1% BPT分布 7.0－7.5 程度 0.2 － 0.5

上林川断層 約26km 不明 不明 - - 7.2 程度 - ○
三峠断層 約26km ３世紀以前 ５千－７千年程度 0.4%－0.6% ポアソン過程 7.2 程度 - ○
京都西山断層帯 約42km 約2 千４百年前以後、２世紀以前 約３千５百－５千６百年 ほぼ０％-0.8% BPT分布 7.5 程度 0.3 - 0.7
主部（全体） 約71km - - - - 7.9 程度 -
主部（六甲山地南縁－淡路島東岸区間） 約71km 16 世紀 ９百－２千８百年程度 ほぼ０%－0. 9% BPT分布 7.9 程度 0.1 － 0.6
主部（淡路島西岸区間） 約23km 1995 年の兵庫県南部地震 1 千８百－２千５百年程度 ほぼ０% BPT分布 7.1 程度 0.004－0.006
先山断層帯 約12km 11 世紀以後、17 世紀初頭以前 ５千―1 万年程度 ほぼ０% BPT分布 6.6 程度 0.04－0.2

79 大阪湾断層帯 約39km ９世紀以後 約３千－７千年 0.004%以下 BPT分布 7.5 程度 0.4 以下
80 上町断層帯 約42km 約２万８千年前以後、約９千年前以前 8 千年程度 ２％－３％ BPT分布 7.5 程度 1.1－2 より大

（全体） 約360km - - - -
8.0 程度
もしくはそれ以上

-

金剛山地東縁 約23km 約２千年前以後、４世紀以前 約２千－１万４千年 ほぼ０％ － ５％ BPT分布 6.9 程度 0.1 － 1.0 ○
和泉山脈南縁 約44-52km ７世紀以後、９世紀以前 約１千１百－２千３百年 0.06％ － 14％ BPT分布 7.6-7.7 程度 0.5 － 1.3 ○
紀淡海峡－鳴門海峡 約43-51km 約３千１百年前以後、約２千６百年前以前 約４千－６千年 0.005％ － １％ BPT分布 7.6-7.7 程度 0.4 － 0.8

讃岐山脈南縁－石鎚山脈北縁東部 約130km 16 世紀 約１千－１千６百年 ほぼ０％ － 0.3％ BPT分布
8.0 程度
もしくはそれ以上

0.3 － 0.5

石鎚山脈北縁 約30km 16 世紀 約１千－２千５百年 ほぼ０％ － 0.3％ BPT分布 7.3-8.0 程度 0.2 － 0.5

石鎚山脈北縁西部－伊予灘 約130km 16 世紀 約１千－２千９百年 ほぼ０％ － 0.3％ BPT分布
8.0 程度
もしくはそれ以上

0.1 － 0.5

那岐山断層帯 約32km 不明 ２万４千－５万３千年程度 0.06%－0.1% ポアソン過程 7.3 程度 -
山崎断層帯主部（全体） 約79km - - - - 8.0程度 -

山崎断層帯主部（北西部） 約51km
868年（貞観10 年）播磨国地震
（トレンチ調査に基づくと９－13世紀）

約１千８百－２千３百年 0.09%－１% BPT分布 7.7程度 0.5－0.6

山崎断層帯主部（南東部） 約31km ４世紀以後、６世紀以前 ３千９百年程度 ほぼ０%-0.01% BPT分布 7.3程度 0.4
草谷断層 約13km ４世紀以後、12世紀以前 ６千５百年程度 ほぼ０% BPT分布 6.7程度 0.1－0.3

（中央構造線断層帯）
83 長尾断層帯 約24km ９世紀以後、16 世紀以前 概ね３万年程度 ほぼ０% BPT分布 7.1 程度 0.01－0.04

（中央構造線断層帯）
（中央構造線断層帯）

五日市 約20km ７世紀以後、12 世紀以前 不明 - - 7.0 程度 - ○
己斐－広島西縁 約10km 約2 万３千年前以前 不明 - - 6.5 程度 - NEW!

85 岩国断層帯 約44km 約1 万－1 万１千年前 約９千－１万８千年 0.03%－２% BPT分布 7.6 程度 0.6 - 1.2
（中央構造線断層帯）

主部 約21km 約５千６百年前以後、約３千６百年前以前 ２千３百－６千４百年程度 0.1％－10％ BPT分布 7.0 程度 0.6－2.4 NEW!
広島湾－岩国沖 約37km 不明 不明 - - 7.4 程度 - NEW!
主部 約44km 約１万１千年前以後、約１万年前以前 概ね５千８百－７千５百年 ２％－４％ BPT分布 7.6 程度 1.3－1.9
秋穂沖 約23km 不明 不明 - - 7.1 程度 - NEW!
宇部南方沖 約22km 不明 不明 - - 7.1 程度 - NEW!

88 菊川断層帯 約44km以上 約８千５百年前以後、約２千１百年前以前 不明 - - 7.6 程度以上 - ○
（全体） 約110km（※） - - - - 7.9－8.2 程度 -
大島沖区間 約38km 約２万年前以後 不明 - - 7.5 程度 - ○
西山区間 約43km 約１万３千年前以後、概ね２千年前以前 不明 - - 7.6 程度 - ○
嘉麻峠区間 29km（※） 不明 不明 - - 7.3 程度 - ○ ※嘉麻峠－小石原断層 約29 km、杷木断層 約７ km
（全体） 55km程度 - - - - 7.7 程度 -
北西部 25km程度 2005 年福岡県西方沖の地震 不明 - - 7.0 程度 -
南東部 約27km 約４千３百年前以後、約３千４百年前以前 約３千１百－５千５百年 0.3 - 6% BPT分布 7.2 程度 0.6 - 1.4
別府湾－日出生（全体） 約76km - - - - 8.0 程度 -

別府湾－日出生（東部） 約43km
1596 年（慶長元年）の慶長豊後地震
（地形地質からは17 世紀頃）

約１千３百－１千７百年 ほぼ０％ BPT分布 7.6 程度 0.2 － 0.3

別府湾－日出生（西部） 約32km 約７千３百年前以後、６世紀以前 １万３千－２万５千年程度 ほぼ０％－0.05％ BPT分布 7.3 程度 0.06 －0.6
大分平野－由布院（全体） 約40km - - - - 7.5 程度 -
大分平野－由布院（東部） 約27km 約２千２百年前以後、６世紀以前 約２千３百－３千年 0.03％－４％ BPT分布 7.2 程度 0.5 － 1.0 ○
大分平野－由布院（西部） 約14km 約２千年前以後、18 世紀初頭以前に２回の活動 約７百－１千７百年 ２％－４％ ポアソン過程 6.7 程度 - NEW!
野稲岳－万年山 約30km 約３千９百年前以後、６世紀以前 ４千年程度 ほぼ０％－３％ BPT分布 7.3 程度 0.4 － 1.0 NEW!
崩平山－亀石山 約34km 13 世紀以後 約４千３百－７千３百年 ほぼ０％ BPT分布 7.4 程度 0.2 以下
布田川断層帯（全体） 約64km以上 - - - - 7.5－7.8 程度以上 - ☆ ☆旧では布田川・日奈久断層帯（中部）が補完（確率幅大）対象、同（南西部）が補完（確率不明）対象
布田川断層帯（布田川区間） 約19km 約６千９百年前以後、約２千２百年前以前 ８千１百年－２万６千年程度 ほぼ０%－0.9% BPT分布 7.0 程度 0.08－0.9 ※布田川と日奈久が連動した場合はM7.8－8.2 程度
布田川断層帯（宇土区間） 約20km 不明 不明 - - 7.0 程度 -
布田川断層帯（宇土半島北岸区間） 約27km以上 不明 不明 - - 7.2 程度以上 -
日奈久断層帯（全体） 約81km - - - - 7.7－8.0 程度 -
日奈久断層帯（高野－白旗区間） 約16km 約１千６百年前以後、約１千２百年前以前 不明 - - 6.8 程度 -
日奈久断層帯（日奈久区間） 約40km 約８千４百年前以後、約２千年前以前 ３千６百年－１万１千年程度 ほぼ０%－６% BPT分布 7.5 程度 0.2－2.3
日奈久断層帯（八代海区間） 約30km 約１千７百年前以後、約９百年前以前 １千１百年－６千４百年程度 ほぼ０%－16% BPT分布 7.3 程度 0.1－1.5

93 水縄断層帯 約26km
679 年（天武７年）筑紫地震
（トレンチからは12 世紀以前）

１万４千年程度 ほぼ０% - 7.2 程度 0.09

北部 30km程度以上 約５千年前以後 不明 - - 7.3 程度以上 - ○
南東部 23km程度 約7 千３百年前以後 不明 - - 7.1 程度 - ○
南西部（全体） 38km程度 - - - - 7.5 程度 -
南西部（北部） 30km程度 約２千４百年前以後、11 世紀以前 約２千５百－４千７百年 ほぼ０％－４％ BPT分布 7.3 程度 0.2 - 1.0 ○

南西部（南部） 23km程度
約４千５百年前以後、16 世紀以前に１回
あるいは２回活動があった可能性がある

約２千１百－６千５百年 0.5％－１％ ポアソン過程※ 7.1 程度 - NEW! ※最新活動時期を十分特定できなかったためポアソン過程を適用

95 出水断層帯 約20km 約７千３百年前以後、約２千４百年前以前 概ね８千年 ほぼ０%－１% BPT分布 7.0 程度 0.3－0.9
96 人吉盆地南縁断層 人吉盆地南縁断層 約22km 約７千３百年前以後、約３千２百年前以前 約８千年以上 １％以下 BPT分布 7.1 程度 0.9 以下

宮古島断層帯中部 28km以上 不明 不明 - -
7.2 程度
もしくはそれ以上

- NEW!

宮古島断層帯西部 17km以上 不明 不明 - -
6.9 程度
もしくはそれ以上

- NEW!

補完調査対象
備考

72

評価概要主要活断層名

約1200 年前 約千年 14%* BPT分布
Ｍ８程度
（Ｍ７ 3/4～８ 1/4）

1.2

64 琵琶湖西岸断層帯

70 布引山地東縁断層帯

伊勢湾断層帯69

62 野坂・集福寺断層帯

63

84

三方・花折断層帯

中央構造線断層帯
（金剛山地東縁－伊予灘）

81

警固断層帯90

94 雲仙断層群

73 山田断層帯

82

湖北山地断層帯

54

柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯

91 別府－万年山断層帯

宮古島断層帯97

約26km以上（※）

約22km38 六日町断層帯

44 富士川河口断層帯

45 木曽山脈西縁断層帯

36 三浦半島断層群

40 十日町断層帯

高田平野断層帯39

42

会津盆地西縁・東縁断層帯

19 新庄盆地断層帯

21 庄内平野東縁断層帯

山形盆地断層帯

140～150km

新No.

11 津軽山地西縁断層帯

5
増毛山地東縁断層帯・
沼田－砂川付近の断層帯

7 石狩低地東縁断層帯

46 堺峠・神谷断層帯

49

3 十勝平野断層帯

4 富良野断層帯

16
雫石盆地西縁－
真昼山地東縁断層帯

20

17 横手盆地東縁断層帯

32 関東平野北西縁断層帯

糸魚川－静岡構造線活断層系

26

60 濃尾断層帯

高山・大原断層帯

ほぼ０% － 0.6%

61

52 伊那谷断層帯

53 阿寺断層帯

56 砺波平野断層帯・呉羽山断層帯

58 福井平野東縁断層帯

屏風山・恵那山断層帯
及び猿投山断層帯

BPT分布 0.2 － 0.7

89 西山断層帯

92 布田川断層帯・日奈久断層帯

五日市断層帯

77 三峠・京都西山断層帯

78 六甲・淡路島断層帯

86

87

安芸灘断層群

宇部沖断層群（周防灘断層群）

山崎断層帯

：計画時点では複数の活断層（帯）としたものを評価において統合させたもの

：評価において計画当初の活断層（帯）名称を変更したもの

：「活断層でない」との評価や活断層（帯）の統合等により事実上欠番となっているもの

：「今後の重点的調査観測について」で追加された断層で、今回順番を繰り上げたもの

：最大確率３％以上かつ最小確率０．１％未満

：最大確率と最小確率の幅がおおむね１０％超

：確率不明（最新活動時期から500年を経過していないものを除く）

：ポアソン過程を適用したもの（平均活動間隔が9000年以上のものを除く）

3



補完調査対象活断層リスト　新旧対照表

評価年 備考

5
増毛山地東縁断層帯・

沼田－砂川付近の断層帯
沼田－砂川付近の断層帯 H20/25 調査完了、「確率不明」のカテゴリーへ

26 会津盆地西縁・東縁断層帯 会津盆地東縁断層帯 H17/20 調査完了

61 柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯 浦底－柳ヶ瀬山断層帯 H16 調査完了、「確率不明」のカテゴリーへ

1 サロベツ断層帯 H19 追加12活断層から

7 石狩低地東縁断層帯 石狩低地東縁断層帯主部 H15/22 調査対象外に

19 新庄盆地断層帯 新庄盆地断層帯東部 H14/23 「ポアソン」カテゴリーから移動

20 山形盆地断層帯 20 山形盆地断層帯 山形盆地断層帯北部 H14/19 南部は「ポアソン」カテゴリーへ

21 庄内平野東縁断層帯 21 庄内平野東縁断層帯 庄内平野東縁断層帯南部 H17/21

27 櫛形山脈断層帯 H14/18 調査対象外に

35 神縄・国府津－松田断層帯 35 神縄・国府津－松田断層帯 H9/17/21

36 三浦半島断層群 主部（衣笠・北武断層帯） H14

39 高田平野断層帯 高田平野東縁断層帯 H21 追加12活断層から

40 十日町断層帯 十日町断層帯西部 H17/22 「ポアソン」カテゴリーから移動

44 富士川河口断層帯 H10/22 調査対象外に

45 木曽山脈西縁断層帯 主部（南部） H16

46 堺峠・神谷断層帯 46 堺峠・神谷断層帯 H17/18

49 高山・大原断層帯 国府断層帯 49 高山・大原断層帯 国府断層帯 H15

52 伊那谷断層帯 伊那谷断層帯（前縁断層） H14/19 活動区間を大幅修正；調査対象外に

52 伊那谷断層帯 伊那谷断層帯（境界断層） H14/19 活動区間を大幅修正；調査対象外に

56 砺波平野断層帯・呉羽山断層帯 砺波平野断層帯東部 56 砺波平野断層帯・呉羽山断層帯 砺波平野断層帯東部 H14/20

56 砺波平野断層帯・呉羽山断層帯 砺波平野断層帯西部 56 砺波平野断層帯・呉羽山断層帯 砺波平野断層帯西部 H14/20

56 砺波平野断層帯・呉羽山断層帯 呉羽山断層帯 H!4/20 「ポアソン」カテゴリーから移動

57 森本・富樫断層帯 H13/25 調査対象外に

64 琵琶湖西岸断層帯 H15/21 調査対象外に

74
京都盆地－奈良盆地断層帯南部

（奈良盆地東縁断層帯）
74
京都盆地－奈良盆地断層帯南部

（奈良盆地東縁断層帯）
H13

金剛山地東縁 H15/23

和泉山脈南縁 H15/23

82 山崎断層帯 山崎断層帯主部（南東部） H15/25 調査対象外に

86 安芸灘断層群 主部 H21 追加12活断層から

91 別府－万年山断層帯 大分平野－由布院（東部） 91 別府－万年山断層帯 大分平野－由布院（東部） H17

91 別府－万年山断層帯 野稲岳－万年山 H17

92 布田川断層帯・日奈久断層帯 日奈久断層帯（日奈久区間） H14/25 活動区間を大幅修正（対比困難）

92 布田川断層帯・日奈久断層帯 日奈久断層帯（八代海区間） H14/25 活動区間を大幅修正（対比困難）

94 雲仙断層群 南西部 94 雲仙断層群 南西部（北部） H17/18

3 十勝平野断層帯 光地園断層 3 十勝平野断層帯 光地園断層 H17

4 富良野断層帯 富良野断層帯東部 H17/18 調査対象外に

5
増毛山地東縁断層帯・

沼田－砂川付近の断層帯
増毛山地東縁断層帯 5

増毛山地東縁断層帯・

沼田－砂川付近の断層帯
増毛山地東縁断層帯 H15(20/25)

10 青森湾西岸断層帯 10 青森湾西岸断層帯 H16

13 花輪東断層帯 H20 追加12活断層から

18 北由利断層 H17/18 調査対象外に

19 新庄盆地断層帯 19 新庄盆地断層帯 新庄盆地断層帯西部 H14/23 東部は「確率幅大」のカテゴリーに

20 山形盆地断層帯 山形盆地断層帯南部 H14/19 「確率幅大」カテゴリーから南部のみ移動

22 長町－利府線断層帯 22 長町－利府線断層帯 H14

38 六日町断層帯 六日町断層帯北部（ケース１） H21 追加12活断層から

40 十日町断層帯 十日町断層帯東部 40 十日町断層帯 十日町断層帯東部 H17/22

40 十日町断層帯 十日町断層帯西部 H17/22 「確率幅大」カテゴリーに移動

43 曽根丘陵断層帯 H18

44 富士川河口断層帯 富士川河口断層帯（ケースａ） H10/22

47 魚津断層帯 H19 追加12活断層から

49 高山・大原断層帯 高山断層帯 49 高山・大原断層帯 高山断層帯 H15

54
屏風山・恵那山断層帯

及び猿投山断層帯
屏風山 H16

55 邑知潟断層帯 55 邑知潟断層帯 H17

56 砺波平野断層帯・呉羽山断層帯 呉羽山断層帯 H14/20 「確率幅大」カテゴリーに移動

58 福井平野東縁断層帯 福井平野東縁断層帯主部 H16/21 調査対象外に

64 琵琶湖西岸断層帯 琵琶湖西岸断層帯北部 H!5/21

77 三峠・京都西山断層帯 三峠断層 77 三峠・京都西山断層帯 三峠断層 H17

91 別府－万年山断層帯 大分平野－由布院（西部） H17

94 雲仙断層群 南西部（南部） H17/18

2 標津断層帯 2 標津断層帯 H17

5
増毛山地東縁断層帯・

沼田－砂川付近の断層帯
沼田－砂川付近の断層帯 H15(20/25) 追加3区間から

7 石狩低地東縁断層帯 石狩低地東縁断層帯南部 H15/22 調査対象外に

12 折爪断層 12 折爪断層 H16

16
雫石盆地西縁－

真昼山地東縁断層帯
雫石盆地西縁断層帯 H17

16
雫石盆地西縁－

真昼山地東縁断層帯
真昼山地東縁断層帯（南部） 16

雫石盆地西縁－

真昼山地東縁断層帯
真昼山地東縁断層帯（南部） H17

17 横手盆地東縁断層帯 横手盆地東縁断層帯（南部） 17 横手盆地東縁断層帯 横手盆地東縁断層帯（南部） H17

30 鴨川低地断層帯 30 鴨川低地断層帯 H16

32 関東平野北西縁断層帯 平井－櫛挽断層帯 32 関東平野北西縁断層帯 平井－櫛挽断層帯 H17

36 三浦半島断層群 南部 H14

45 木曽山脈西縁断層帯 清内路峠 45 木曽山脈西縁断層帯 清内路峠 H16

46 堺峠・神谷断層帯 霧訪山－奈良井断層帯 46 堺峠・神谷断層帯 霧訪山－奈良井断層帯 H17/18

49 高山・大原断層帯 猪之鼻断層帯 49 高山・大原断層帯 猪之鼻断層帯 H15

52 伊那谷断層帯 伊那谷断層帯南東部 H14/19

53 阿寺断層帯 佐見断層帯 53 阿寺断層帯 佐見断層帯 H16

53 阿寺断層帯 白川断層帯 53 阿寺断層帯 白川断層帯 H16

54
屏風山・恵那山断層帯

及び猿投山断層帯
赤河 54

屏風山・恵那山断層帯

及び猿投山断層帯
赤河 H16

59 長良川上流断層帯 59 長良川上流断層帯 H16

60 濃尾断層帯 温見断層（南東部） 60 濃尾断層帯 温見断層（南東部） H17

60 濃尾断層帯 濃尾断層帯主部（三田洞断層帯） 60 濃尾断層帯 濃尾断層帯主部（三田洞断層帯） H17

60 濃尾断層帯 揖斐川断層帯 60 濃尾断層帯 揖斐川断層帯 H17

60 濃尾断層帯 武儀川断層 60 濃尾断層帯 武儀川断層 H17

61 柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯 柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯主部（中部） H16

61 柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯 柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯主部（南部） 61 柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯 柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯主部（南部） H16

61 柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯 浦底－柳ヶ瀬山断層帯 H16 追加3区間から

62 野坂・集福寺断層帯 集福寺 H15

73 山田断層帯 山田断層帯主部 73 山田断層帯 山田断層帯主部 H16

77 三峠・京都西山断層帯 上林川断層 77 三峠・京都西山断層帯 上林川断層 H17

84 五日市断層帯 五日市 84 五日市断層帯 五日市 H16

84 五日市断層帯 己斐－広島西縁 H16

86 安芸灘断層群 広島湾－岩国沖 H21 追加12活断層から

87 宇部沖断層群（周防灘断層群） 秋穂沖 H20 追加12活断層から

87 宇部沖断層群（周防灘断層群） 宇部南方沖 H20 追加12活断層から

88 菊川断層帯 88 菊川断層帯 H15

大島沖区間 H16/25

西山区間 H16/25

嘉麻峠区間 H16/25

92 布田川断層帯・日奈久断層帯 布田川断層帯（宇土区間） H14/25 活動区間を大幅修正（対比困難）

92 布田川断層帯・日奈久断層帯 布田川断層帯（宇土半島北岸区間） H14/25 活動区間を大幅修正（対比困難）

92 布田川断層帯・日奈久断層帯 日奈久断層帯（高野－白旗区間） H14/25 活動区間を大幅修正（対比困難）

94 雲仙断層群 北部 94 雲仙断層群 北部 H17

94 雲仙断層群 南東部 94 雲仙断層群 南東部 H17

97 宮古島断層帯 宮古島断層帯中部 H22 追加12活断層から

97 宮古島断層帯 宮古島断層帯西部 H22 追加12活断層から

※「追加12活断層から」は、平成17年に主要活断層帯に追加された12活断層について、評価の結果補完調査対象の基準に該当したもの

※「追加3区間から」は、旧リストの「主要98断層帯に含めて評価を行った断層」のうち、評価の結果改めて別カテゴリーの補完調査対象の基準に該当したもの

※「調査対象外に」は、現行の評価において補完調査対象外と考えられるもの

旧リスト（Ｈ１７時点） 新リスト

（基盤調査観測の対象となるべき基準を満たすことが明らかになり、主要98断層帯に含めて評価を行った断層）

（地震発生確率の最大値が3%以上、最小値が0.1%未満の断層。または、最大値と最小値の幅が概ね10%を超える断層）

（ポアソン過程を適用して地震の発生確率を求めている断層（平均活動間隔が約9000年以上の断層を除く。））

92 布田川断層帯・日奈久断層帯 布田川・日奈久断層帯（南西部）

89 西山断層帯 89 西山断層帯

81
中央構造線断層帯

（金剛山地東縁－伊予灘）
金剛山地東縁～和泉山脈南縁

92 布田川・日奈久断層帯 布田川・日奈久断層帯（中部）

（地震の発生確率が「不明」の断層（新たに基盤的調査観測～（中略）～500年経過していない断層を除く。））

81
中央構造線断層帯

（金剛山地東縁－伊予灘）
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